
消防署では心肺蘇生法など、救命手当の講習会を開催しています。
受講をご希望の方はお問い合わせください。TEL32－0119御代田消防署救急救助係

（感染防具購入をご希望の方は、消防署へお問い合わせください。）

❶ 気道を確保したまま、額に当てた人差し指と親指で鼻をつまむ。
❷ 傷病者の口を自分の口でおおって、胸が軽くふくらむまで1秒かけゆっ
くり息を2回吹き込む。
❸ 胸がふくらまなくても直ちに心臓マッサージ❻に移る。
　 （感染防具が用意できず、口対口人工呼吸にためらいを感じる場合は、人
工呼吸をせず、直ちに心臓マッサージのみ実施する。）

❺人工呼吸（2回）

❶ 人工呼吸2回と心臓マッサージ30回を
救急隊かAEDが到着するまで繰り返す。
　（心臓マッサージのみの場合でも同様に。）

❼心肺蘇生法
　人工呼吸＆心臓マッサージ

❶ 固い場所に仰向けに寝かせその横に膝
立ちする。
❷ 両方の乳頭を結ぶ線の真ん中に、手の
ひらの付け根を重ねる。
❸ 肘を真っ直ぐ伸ばし体重をかけ、手の
付け根の部分で4～5㎝程度沈むように
30回圧迫する。（1分間に100回のリズム）

❻心臓マッサージ

●乳児の圧迫部位は両乳頭を結ぶ線より少し足側。
　圧迫方法は中指・薬指の2本で、圧迫の深さは体の厚さ1/3沈む程度。
●小児の場合片手でも両手でもかまわない。
　圧迫の深さは体の厚さ1/3沈む程度。

❽傷病者が乳児の場合
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町
消
防
団
長
に
塩
川
博
道
氏
就
任

御
代
田
町
消
防
団
長
の
倉
坂
正
道
団
長
が
４
月
９
日
を
も
っ
て
勇
退
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
新
団
長
に
塩
川
博
道
氏
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
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道
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道

　

寒
暖
の
激
し
い
今
日
こ
の
頃
、

皆
さ
ま
に
は
健
や
か
に
お
過
ご
し

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
前
倉
坂
団
長
勇
退
に

よ
り
、
不
肖
私
が
栄
光
と
伝
統
に

輝
く
御
代
田
町
消
防
団
の
団
長
に

任
命
さ
れ
、
身
に
余
る
光
栄
と
責

任
の
重
大
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
あ
り
ま
す
。

　

町
民
の
豊
か
な
生
活
を
守
る
た

め
に
も
、
生
命
・
財
産
の
保
全
に

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
課
せ
ら

れ
た
消
防
行
政
の
発
展
に
最
善
を

尽
く
す
決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

近
年
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
社

会
情
勢
の
発
展
は
目
を
見
張
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。
反
面
、
災
害
の

様
相
は
複
雑
多
様
化
し
、
そ
の
危

険
性
は
ま
す
ま
す
増
大
し
て
き
て

お
り
ま
す
。
災
害
は
い
つ
発
生
す

る
か
予
測
し
が
た
い
状
況
の
中
で
、

防
災
体
制
の
確
立
と
合
わ
せ
て
、

防
災
思
想
の
普
及
徹
底
を
図
る
こ

と
は
急
務
で
あ
る
と
と
も
に
、
予

防
消
防
に
徹
す
る
こ
と
が
、
消
防

業
務
に
携
わ
る
我
々
に
課
せ
ら
れ

た
使
命
で
あ
る
と
考
え
、
団
員
の

士
気
高
揚
と
資
質
向
上
に
努
め
る

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
ご
指
導
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
申
し
上
げ
ま
し

て
就
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

新
緑
の
時
候
を
迎
え
、
町
民
の

皆
さ
ま
に
は
益
々
ご
繁
栄
の
こ
と

と
ご
推
察
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
私
儀
こ
の
度
４
月
９
日

を
も
っ
て
、
御
代
田
町
消
防
団
長

を
退
任
い
た
し
ま
し
た
。
顧
み
ま

す
と
昭
和
48
年
４
月
消
防
団
員
拝

命
以
来
、
37
年
間
消
防
に
従
事
し
、

平
成
15
年
４
月
御
代
田
町
消
防
団

長
の
重
責
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
き
、

こ
こ
に
大
任
を
果
た
し
無
事
退
任

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

も
ひ
と
え
に
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご

指
導
と
ご
支
援
の
賜
物
と
存
じ
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
は
、
一
町
民
と
し
て
永
い

消
防
生
活
で
学
び
え
た
郷
土
愛
護

と
社
会
奉
仕
の
精
神
を
忘
れ
る
こ

と
な
く
、
明
る
い
住
み
よ
い
町
の

発
展
と
消
防
の
発
展
を
見
守
っ
て

ゆ
き
た
い
と
存
じ
て
お
り
ま
す
の

で
、
従
前
同
様
、
ご
交
誼
ご
厚
情

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

終
わ
り
に
団
員
は
じ
め
町
民
の

皆
さ
ま
の
、
今
後
の
ご
健
勝
と
ご

多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、

退
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
22
年
度
御
代
田
町
消
防
団
幹
部
名
簿

役　職 氏　名 地区名等
団　　　長 塩川　博道 荒町
副　団　長 小松　美弦 草越
副　団　長 荻原　和美 三ツ谷
ラ ッ パ 長 渡辺　利行 三ツ谷

第１分団長 内堀　長仁 塩野
寺沢

第２分団長 山本　　彰 馬瀬口
第３分団長 出澤　大作 三ツ谷

第４分団長 菅野　　洋 清万
一里塚

第５分団長 大野　幸人 児玉
第６分団長 甘利　俊幸 栄町

第７分団長 土田　栄司 新間
平和台

第８分団長 行田　伸征 上宿
小田井

第９分団長 小宮山慶二 西軽井沢
第10分団長 土屋　正己 草越

第11分団長 柳澤　俊義 広戸
向原

第12分団長 大井　弘義 豊昇
第13分団長 高原　善一 面替
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